
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鳥インフルエンザ、各地で確認・・・！ 
～野鳥との接し方について、正しい知識を持ちましょう～ 

 
生徒のみなさん、「鳥インフルエンザ」について知っていますか。鳥インフル

エンザは、日本で越冬する渡り鳥によってウイルスが持ち込まれるとされ、

例年、秋から春ごろにかけて発生しますが、今シーズンは去年１０月２８日

に岡山県倉敷市と北海道厚真町で、これまでで最も早い時期に確認されたあ

と、過去にないペースで発生が相次いでいます。 
 
鳥インフルエンザで処分されるニワトリなどの数は、今シーズンはすでに過去最多となっています

が、２日（木）、新たに福岡市の養鶏場で発生が確認され、１つのシーズンで初めて、合わせて１５０

０万羽を超えました。処分されるニワトリの数は、これまでで最も多かった２０２０年からのシーズ

ンの１．５倍となっています。また、これまでに発生がなかった山形県や沖縄県など、６つの県でも

確認されるなど、発生箇所の数も２５道県の７７か所と過去最多となっています。（ＮＨＫ ＮＥＷＳＷＥＢ記事参照） 
 
石川県では、今シーズンに１月４日(水)金沢市内ハヤブサ、１月８日(日)金沢市内フクロウ、２月

２７日(月)小松市内ハヤブサの死亡個体から、鳥インフルエンザが検出されています。生徒のみなさ

ん、鳥インフルエンザウイルスは、感染した鳥との濃密な接触等の特殊な場合を除いて、通常では人

に感染しないと考えられていますが、以下の点に注意してください。 
 
【野鳥との接し方について】 

○同じ場所でたくさんの野鳥などが死亡している場合には、近くの都道府県や市町村役場に連絡し

てください。 

○死亡した野鳥など野生動物の死亡個体を片付ける際には、素手で直接触らず、使い捨て手袋等を

使用してください。 

○日常生活において野鳥など野生動物の排泄物等に触れた後には、手洗いとうがいをすれば、過度

に心配する必要はありません。 

○野鳥の糞が靴の裏や車両に付くことにより、鳥インフルエンザウイルスが他の地域へ運ばれるお

それがありますので、野鳥に近づきすぎないようにしてください。特に、靴で糞を踏まないよう

十分注意して、必要に応じて消毒を行ってください。 

○不必要に野鳥を追い立てたり、つかまえようとするのは避けてください。 

 

３月３日は、ひな祭り・・・ 
 
３月３日は「ひな祭り」で、ちょうど桃の花が

咲く春らんまんの季節なので、「桃の節句」とも

呼ばれています。桃の木は、中国では病魔や厄災

をよせつけない不老長寿の仙木とされ、節分に

桃の木の弓で鬼を追い払う儀式があったほど、

桃はとても縁起のいい植物とされています。 
 
「ひな祭り」については、中学入試でもたびた

び出題されることがあるそうです。生徒のみなさ

ん上の問題解けますか。答えは右上のイラストで

分かりますよね。 
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＊学校便り作成にあたり、生徒の文章や写真を使用する場合があります。長田中学校個人情報
取扱規程を遵守しておりますが、お気付きの点がありましたら学校までご連絡ください。 
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卒業式まで 
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公立入試まで 
あと 
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